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と評した。濱田は 1920 年，金海貝塚の発掘調査をおこなうが，出土した 3 種の土器（陶質黝青色土器，
赤色素焼，黒褐色素焼），鉄刀子，鉄斧，骨角器，石器，貨泉，炭化米などを「同一文化の時期に於いて
構成せられたるもの」とみなし，石器・鉄器を併用した金海貝塚を，弥生式土器系統と密接に関係した，























































　解放後の韓国では北朝鮮に比べて考古学分野の発達が遅れた。解放後間もない 1945 年 12 月に開館さ
れた国立博物館が調査・研究の中心となったが，当初は目立った成果がなかった。韓国考古学が本格的な


















　日本では朝鮮無文土器の編年が進み（後藤 1971・73，西谷 1975・77・78・82b，藤口 1982・86），























































　韓国における国家形成論は 1970 年代以降活発に議論された。研究史の整理も多く参考になる（李基東 


























　城邑国家論の概念整理が進んだ 70 年代が過ぎ，80 年代になると新進化主義が韓国の国家形成論に大
きな影響を及ぼした。Elman Service，Morton H. Fried，Kent Flannery らの理論が受け入れられ，実際


































































































上面形の違い（梭形と 8 字形）は第 2 の属性とされてきたが（秋山 1968a，林









































































































（1．寧城 小黒石溝，2．朝陽 木頭溝Ｍ 1，3．北票 何家溝 M7771，4．喀左 南洞溝，5・6．綏中 後矾石，7．喀左 老爺廟，8．























（1．新金 双房Ｍ 6，2．清原 李家堡，3．遼陽 二道河子 M1，4．大連 崗上 M6，5．大連 南山裡，6・7．大連 郭家屯，8．
長海 上馬石 M2，9．大連 尹家村 M12，10．大連 楼上 M1，11．長海 上馬石 M3，12．海城 大屯，13．大連 堲周墓，14．
本渓 劉家哨，15．本渓 上堡 M1，16．双遼 吉祥屯，17．昌図 翟家村，18．蛟河 洋梨地北崗，19．寛甸 趙家堡，20．集



























































































































してきた（秋山 1968a，烏恩 1978，林澐 1980・97，王成生 1981，遅雷 
1982，靳楓毅 1982，翟徳芳 1988，姜仁旭 1996，徐光輝 1996，村上 


























































































































































































　管見におよんだ資料は 24 口である（表 4・5）。未報告資料や遺漏もあろうが，銅剣に比べて著しく少
ない。長さには 9～25cm までの変異があるが，平均 16cm で大部分が 10cm 台である。
　形態は大きく琵琶形（図７－1～4・7），木葉形（図７－5・6・8・9・11），細形（図７－10）と区分さ
























（1．西豊 誠信村，2・6．清原 李家堡，3．永吉 東垧水，4．吉林 猴石山 79 Ｍ 19，5．本渓 劉家哨，7．吉林 























　現在，中国東北地方には 19 例の多鈕鏡がある（表 6）。うち鋳型に刻まれたものが 4 面，出土地不詳が
1 面ある。面径には 8.8～22.5cm までの変異がある。飛び抜けて大きな十二台営子 M3（22.5cm），小黒
































（1. 朝陽 十二台営子 M3，2. 本渓 梁家村 M1，3. 建平 大拉空溝 M851，4. 建平 炮手営子 M881，5. 瀋陽 鄭家窪子 M6512，6. 集安 五道嶺溝門，7・


























































（藤田 1942）。細形銅剣の形態差を 3 区分した見解もあり，第 1 は細長で刳方が微弱，鎬が鋭くたつもの，




































　北朝鮮は 1963～65 年の中朝共同調査の成果を得て（조중 공동 고고학 발굴대 1966），「古朝鮮」観を
大きく転換させた。遼東から朝鮮北部までを古朝鮮の領域と捉え琵琶形銅剣を紀元前 1 千年紀前半の古




















いたが，1993 年の「檀君陵」発掘以後（박진욱 1994），琵琶形銅剣の年代はおよそ 2000 年遡上し「檀
君朝鮮」史観による琵琶形銅剣文化の再編成がおこなわれた。平壌を中心とする大同江流域を古朝鮮文化
（檀君朝鮮）の中心地と定め（석광준 1994），大同江流域の琵琶形銅剣に対して他地域に先立つ琵琶形銅
剣の起源の位置を与えた（박진욱 1995，서국태 2003）。年代は紀元前 3 千年紀前半である。細形銅剣の
出現は紀元前 2 千年紀後半となった（박진욱 1996）。
　韓国では 1980 年代後半以降ダム建設などに伴って支石墓の発掘調査が進行し，住岩ダムの牛山里내우
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10 11 12 13 14 15 16
S=1/4
図９　朝鮮の琵琶形銅剣諸型式
（1．延安 琴谷洞，2．洪川 芳良里，3．白川 大雅里，4．新坪 仙岩里，5．价川 龍興里，6．楊平 上紫浦里，7．洛東面，8．平壌 西浦洞，9．平
























































































たと考える。南京（김용간 他 1984），表垈（김동일 2003），南陽里（서국태 他 2003），高淵里（석광준 












































































































































































































































学界では第１型式の前に初期型式，第２型式のあとに退化型式を加えた４分類（初期型式が 1 式，典型が 2 式，直刃化した典型を 3 式，退化型を 4 式とする）を
提示した（자료실 1967）。その後は４分類が継承されていくが出土遺構との関連ばかりが強調され資料の






























































































上げるものの割合はおよそ 2：3 で角張らせるものがやや多い（宮里 2001a）。
　細形Ⅰ式と確認できた資料は朝鮮全域で 137 口である（研磨によって著しく細身となったもの（ex. 図 16－3）も細形Ⅰ式に含んだ。形成要因が偶発的であり細形Ⅱ式の成立に先立つためである。 ）。遺存状
態が良好な資料によれば，全長は平均 30.5cm（109 口。最小20.0cm，最大 36.8cm），鋒長は平均 4.7cm（93 口。最小0.7cm，最大 13.8cm），幅は平均
















状態が良好な資料によれば，全長は平均 30.1cm（83 口。最小は23.1cm，最大は 39.6cm），鋒長は平均 5.2cm（75 口。最小1.1cm，最大 12.8cm），幅は




























すり上げられているという（境 2004）。多樋式銅剣は朝鮮全域で 2 例を確認した。全長は 31.8～33.8cm，




は平均35.1cm（3 口。最小 34.7cm，最大 35.9cm ），鋒長は 11.7～11.9cm（2口），幅は平均 3.4cm（4 口。最小3.0cm，最大 4.0cm），茎長は平均 2.7cm






















































14．김정문（1964）/ 김영우（1964），21．백련행（1966），27．東亜考古学会（1931），28・44．사회과학원 고고학연구소 
전야공작대（1978），29．藤田他（1925），34．조선유적유물도감 편찬위웡회（1989），37．과학원 고고학 및 민속학 연구소





























ベットを冠する。金属製はＭ（ M e t a l），石製はＳ（Stone），土製はＣ（Clay），木製はＷ（Wooden）と















　管見の 194 点のうち装飾を持つ把頭は 58 点（約 30%）である。
　上述の①と②の相関関係から以下の型式を設定する。
─ 54 ─
S山形 S枕形 S平枕形ⅰ式 S平枕形ⅱ式
S立柱形ⅰ式 S立柱形ⅰ式 S立柱形ⅱ式 S立柱形ⅱ式 S立柱形ⅲ式 S立柱形ⅲ式 S立柱形ⅲ式
M平枕形 M平枕形 M平枕形 M平枕形 M枕形 M枕形 M枕形











M立柱形 a式 M立柱形 b式 M立柱形 b式M立柱形 a式






10 11 12 13 14 15
2 3 4 5 6 7 8
図17　把頭の諸型式
（1．慶州 時來里，2．ソウル 上一洞，3．平壌 高坊山付近，4．慶尚北道（榧本120），5～8．光州 新昌洞，9．保寧 青羅面，10．安東 知礼里19号支石
墓，11．慶州 坪里，12．扶餘 秀木里，13．霊岩 長川里，14．平壌付近，15．咸平 草浦里，16．慶山 林堂ＡⅠ－31，17．尚州 洛東里，18．大同 上里，
19．慶山 林堂ＡⅠ－96，20．慶山 林堂ＡⅠ－31，21．光州 黒橋里，22・29．大邸 坪里洞，23．慶山 林堂ＡⅠ－74，24．大邸 晩村洞，25．永川 
龍田里，26．大同 美林里，27．金海 良洞里Ｍ 55，28．長水 南陽里Ｍ１，30．大邸 池山洞）
Ｓ山形把頭（図17-1）　石を素材とする正面山形の把頭である。４例がある。長さは平均6.4cm（4 点。最小4.0cm，最大 7.6cm），
高さは平均 3.7cm（4 点。最小3.7cm，最大 4.1cm）である。西部と東南部に分布する。
Ｓ枕形把頭（図 17-2）　石を素材とするいわゆる枕形の把頭である。11 例があり，うち 2 例は長軸に沿って




















置がわずかに突出するもの（図 17－10）がある。4 例がある。長さは平均 6.6cm（4 点。最小5.6cm，最大 7.3cm），高さは平
均 6.7cm（4 点。最小5.4cm，最大 8.4cm）である。中西部・西南部・東南部に 1 点ずつがある。
Ｓ立柱形ⅱ式把頭（図 17-11・12）　底部が平たく未発達な方柱突起が付いた平枕形の台座に，径の太い円
筒形の立柱がつく。立柱部の先端からやや下がった位置に四辺に縦の切込がはいった立方体状の頭部が形




（11 点。最小5.3cm，最大 6.5cm），高さは平均 4.9cm（10 点。最小4.0cm，最大 6.3cm）である。西部に集中し，残りは西南部・東南部に分布する。
Ｍ枕形把頭（図 17-20～25）　青銅をはじめとした金属による鋳造製品で，平枕形の台座に方柱突起がつく。
32 例があり，うち 27 例に装飾が付く。粟粒文が７例でうち１例は凹溝文を併せ持つ。長軸方向に稜が
立つものが 17 例でうち７例は乳突起を併せ持つ。長軸方向の多条細隆線と乳突起を併せ持つものが３例
である。長さは平均 6.7cm（26 点。最小3.2cm，最大 10.5cm），高さは平均 1.8cm（26 点。最小0.8cm，最大 3.2cm）で大小の差が大きい。東南部と
西部に二極化し，東南部への集中傾向がみられる。
Ｍ平枕形把頭（図 17-16～19）　青銅をはじめとした金属による鋳造製品で，平枕形の台座に方柱突起がつ
く。22 例があり，うち 19 例に装飾が付く。装飾は粟粒文が 12 例，凹溝文が５例，喇叭状突起が３例で，







を象ったものが１例ある。長さは平均 7.1cm（19 点。最小6.2cm，最大 11.6cm），高さは平均 4.0cm（22 点。最小3.3cm，最大 5.0cm）である。西部
に集中し，中西部・東南部・東部に僅かにみられる。
Ｍ立柱形ｂ式把頭（図 17-28・29）　Ｍ立柱形把頭のうち立柱の頭部の上に中央の凹んだ円盤や笠がつくも




ある。６例がある。長さは平均 7.4cm（4 点。最小6.5cm，最大 8.1cm），高さは平均 3.9cm（4 点。最小3.5cm，最大 4.3cm）である。東南部に集
中し，西部と中西部に僅かずつある。
Ｍ茸形把頭　青銅製の鋳造品で丸みを帯びた円錐形の頭部をもつ。鉄刀につく事例があり他の把頭とはや
や性格が異なる。3 例があり，いずれも沈線文が入る。長さは 2.0～4.0cm（2 例），高さは 2.0～2.2cm
である。東南部に限定される。
　土製の把頭には 11 例があり，Ｃ枕形把頭が 6 例，Ｃ平枕形把頭が 3 例，Ｃ立柱形把頭が 2 例である。
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梅 原 他（1947），21．조 선
유적유물도감 편찬위원회
（1989），24．리순진（1961・
63），25．과 학 원 고 고 학 
및 민속학 연구소（1959b），












리 규 태（1990），9．梅 原
（1933）
中 西 部：1～3． 李 健 茂
（1994），4．有光（1938a），
5．藤 田 他（1925），6．成


















































































































































































































27 28 31 32
図22　朝鮮の銅矛各種
（1. 徳川 南陽里 H16，2. 平壌 表垈 H10，3. 祥原 龍谷里 M5，4. 大同 硯谷里，6. 高原 弥屯里，7. 新渓 丁峰里，8. 沿海州 イズヴェストフカ，9. 扶
餘 内山面，10. 平壌付近，11. 大田 炭坊洞，12. 全州 孝子洞，13. 伝 尚州，14. 湖林博物館蔵，15. 麗水 積良洞 M2，16. 伝 保寧，17. 伝益山 ，
18. 大邸 八達洞Ｍ 90，19・29. 慶州 安渓里，20. 平壌 貞栢洞 M1，21. 三千浦 馬島洞，22. 慶北大博物館蔵，23. 黄州 黒橋里，24. 載寧 富徳里，







細形ａ式（図 22-11～13）　銎端部は一条節帯である。長さは 10cm 台前半～20cm 台後半で一部が 30cm
を超える。49 例があり東北部をのぞいた朝鮮全域に分布する。有耳は６例で全体の 12.5% にあたる。
細形ｂ式（図 22-23～26）　銎端部は多条細隆線である。長さは 10cm 台中盤～20cm 台後半である。21
例があり西部への集中傾向がみられる。有耳は５例で全体の 25% にあたる。「□皇朝用」銘をもつ１口が
ある（図 22－24）。
細形ｃ式（図 22-18～22・27・28）　葉部に縦方向の細隆線を鋳出す。長さは 10cm 台中盤～20cm 台中盤
で一部が 30cm を超える。20 例があり，西部と東南部に集中し一部が中部に分布する。銎端部が遺存す
る 18 口のうち一条節帯８口，多条細隆線９口と偏りはない。有耳は５例で全体の 26% にあたる。銎部
に文様を持つ５例はいずれも東南部に分布する。
細形ｄ式（図 22-29・30）　長さは 30cm を超え，身部は細身，銎端部は一条節帯でいずれも環耳をもつ。
14 例があり，西部・中西部の２例をのぞき，すべて東南部（とくに大邸～慶州地域）に集中する。
　退化形は正式な発掘調査による出土品がない。出土地域にちなんで金海式とする。




























































































































22－24）や葛峴里（과학원 고고학 및 민속학 연구소 1959b）における共伴関係が示す時期は紀元前 1 世
紀代である。分布が西部に偏る点とあわせ，やや遅れて出現した地方型式とみるのが資料の現状に適う。
　細形ｃ式は，細形ａ式・ｂ式に装飾が加えられた型式である。細形ｃ式の指標である葉部細隆線の出現
経緯は明らかでない。貞栢洞 M1（図 22－20）や八達洞 M90（図 22－18）などの共伴関係が示す時期は
紀元前 1 世紀代である。上限が遡る可能性はあるが，中心時期は紀元前 1 世紀代と考えてよい。
　細形ｄ式は，細形ａ式が長大化・有耳化した型式である。分布の限定性から大邸～慶州の地方型式とみ





























































104 事例が知られている（通化小都嶺鎔笵のうち 1 面は詳細不明，樺甸西荒山屯出土の 3 面中 2 面は詳細不明，新たに存在が知られた祥明大所蔵鏡も出土経緯不明。崇実大所蔵の伝原州と伝えられた 2 面の細文鏡，湖巌美術館の鄭武黙氏所蔵鏡は真偽に疑義が呈された。呂朝淵氏所蔵とされる国立慶州博物館の細文鏡と無文鏡は未
見につき詳細不明。咸興梨花洞出土鏡は 74 年の報告（박진욱 1974）で 2 面出土と記されたが詳細不明。以上のように若干の増減が見込まれる。また，全榮來（2005）
は朴某氏所蔵という 13 面の存在を伝えている。図面が掲載された 2 面は相当に例外的な形状であり，一旦検討対象から除外した。詳細な資料提示がのぞまれる。 ）。粗文鏡 42 例，








































































































































　粗文鏡Ａ式は複線表現・匕面縁の 1 群である。中国東北地方におけるＡ系統の変化（朝陽十二台営子 M3（図 8－1）・本渓梁家村 M1（図 8－2）から瀋陽鄭
家窪子 M6512（図






































































（1. 伝 忠南，2. 平壌 新城洞，3. 平壌付近，4. 伝 成川，5. 祥明大所蔵，6. 伝 全北，7. 全州 如意洞Ｍ 1- Ａ，8. 益山 多松里，9. 益山 五金山，10. 伝 
漣川，11. 礼山 東西里 no.1，12. 扶餘 九鳳里，13. 全州 如意洞Ｍ 1- Ｂ，14. 大田 槐亭洞 1 号鏡，15. 伝 中和，16. 湖巌美術館蔵，17. 高興 小鹿島，
















































































































































































































































　宇野（1977）は X →Ⅴ→ N の変化を想定していたが，甲元（1990）は「変化の方向はそれ自体では決
定できない」として否定した。充填文相互に継承関係はないが，充填文の選択には区画面積の小区画化に






















充填文区画帯　宇野（1977）の b1～3 にあたる。帯状区画帯のなかに充填文 X・Ⅴ・N が縦に 2～3 個施
文される。充填文区画は分割・挿入の両者で用いられる。
















三角文円圏帯　間区に対向三角文が施文されたもので三角文 A・B・D がみられる。三角文 A 円圏帯は区画







内区３類　円を十字に区画するもので帯による十字区画を 3a，線による十字区画を 3b とする。各 1/4 区
画には１類と同様の区画が方向を違えてなされる。3a 類には平行線充填のみの場合もある。粗文鏡との
系譜関係はみられない。

































































（1. 礼山 東西里 No.4，2. 扶餘 九鳳里，3. 大同 反川里 No.2，4. 唐津 宇木汲田 12 号甕棺，5. 佐賀 本村籠 58 号甕棺，6. 伝 霊岩 No.2，7. 










（1. 咸平 草浦里ａ，2. 推定 平壌，3. 柏原 大県，4. 和順 大谷里 No.2）
　細文鏡ＡⅢａ式は内区が大区画で1類がみられる。間区には三角形Ａ円圏帯が入る（図31－8，図32－3）。

























　10cm 前後の面径を中心要素とし三鈕，外区の対向三角文Ｃという 2 つの属性が組み合わさる。面径以



































（1. 論山 院北里나 -1 号墓，2. 長水 南陽里 1号墓，3. 長水 南陽里 4号墓，4. 和順 白巌里，5. 北松浦 里田原 3号甕棺，6. 
下関 梶栗浜，7. 咸平 草浦里ｃ，8. 金野 龍山里，9. 咸興 梨花洞，10. 唐津 素素里ｃ鏡，11. 佐賀 増田Ｓ J6242，

























































































































































































































































2．北青 土城里２号住居址（김용간 他 1986）：小銅鐸。住居に埋納された。他に銅斧，銅鑿，銅筒，銅円盤，
銅玉，黒鉛塊や土器，石器が多数出土。














































31．国立博物館 M296（李健茂 1992a）; 竿頭鈴２点。不詳。



























（1～3. 牙山 南城里，4・6・7. 礼山 東西里，8. 大田 槐亭洞，9・10. 祥原 場里１号支石墓，11. 羅津 草島，12. 金野 金野邑，13～17・19. 伝 論山，
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（1・2．伝 論山①②，3・4．伝 徳山①②，5・6．咸平 草浦里ａ・ｂ，7．伝 尚州①，8．国博Ｍ 296，9・10．伝 洛東江，11・12．慶州 入室里①②，
























































































































































































































































































化 財 研 究 院（2000），9
～11．慶州国立博物館







央 博 物 館（1992），23．
李相吉（2000），24t．李
健茂他（1989）
東 部：1・3～7．박 진 욱
─ 115 ─
第６章　その他の青銅器
（1974），2． 안 영 준
（1966），8． 정 백 운
（1957），9・10．梅 原
他（1947），11．김 지 철



































式燕式戈の上限が紀元前 4 世紀後半であり，紀元前 300 年頃の燕の領域拡張に伴う朝鮮との軍事接触が
朝鮮式銅戈の形成を促すとともに，辛庄頭 30 号墓（紀元前 3 世紀後半）の銅戈を燕の戦利品であると解
釈した（近藤（2006）は同様の議論を展開した結論として辛庄頭 30 号墓の被葬者に「秦開」の可能性をみた。）。これによって前漢以後にとどまっていた朝鮮式銅戈の上限年代が紀
元前４世紀にまで遡上する可能性が浮上した。また，第１章で述べたように朝鮮式銅戈の新たな祖型とし






































（1．平壌 貞栢里（綜鑑 18），2．咸州 雲洞里，3．大邸 新川洞，4・8．扶餘 九鳳里，5．梨花女子大学校博物館蔵，6．扶餘 恩津面，7・9．大邸 坪里洞，
10・11．慶州 九政洞，13．永川 龍田里，14．霊岩鎔笵）
─ 118 ─
Ⅰ式離型がなく合型のみである。これは東南部ではⅠ式合型の 8 例中 7 例が有文銅戈であることによる。
　Ⅱ式（図 43－8・11）は 18 例（離：合＝13：5）がある。すでに指摘されてきたように西部と中部には
みられず分布は排他的である。現在のところⅡ式合型の有文銅戈はないがその意味は不明である。Ⅱ式離
型はいずれも有文銅戈である。




　鉄戈は 13 点が出土している。出土地が分かる 7 点はいずれも東南部である。































西部：1．과학원 고고학 및 민속



























そ の 他：1．国 立 慶 州 博 物 館
（1987）
─ 120 ─












（1．沙里院 上梅里，2．銀泉 薬師洞，3・4．白川 紅峴里，5．白川 大雅里，6～8．完州 葛洞 M3，9～12．金海 茂渓里，13．巨済 鵝
州洞 M13，14．鐘城 地境洞，15．菊隠蒐集文化財，16．江陵 浦南洞，17．陝川 盈倉里 28 号竪穴，18．徳峙里 全北大15号支石墓，
19．通川 鉢山鎔笵）
　有茎鏃については，逆刺が有るものと無いものに区分する。逆刺が付くものには「有棘」を加えて表記
する。有茎鏃は 13 点あり，うち有棘有茎鏃が 4 点（図 44－1・5・15），有茎鏃が 9 点（図 44－2～4・
9～13・16）である。茎部には段の有無があるが曖昧なものが多い。類例が増加したところで石鏃との模
倣関係を改めて検討せねばならないが，その際，段の有無は重要な手がかりとなる。江陵浦南洞（図 44
－16）は脊と茎部が連続しない特殊な形状である。有茎銅鏃の長さは平均 5.8cm（7 点。最小4.6cm，最大 8.5cm）である。
　有銎鏃には４点がある。すべてに逆刺がつく。完州葛洞 M3 に３点が副葬され，残る１点は東北部の鐘
城地境洞から出土した。長さは平均 3.9cm（4 点。最小3.5cm，最大 4.1cm）である。

































































（1．束草 朝陽洞Ｍ 1，2・4．金野 金野邑，3．扶餘 松菊里 55 地区 8 号住居，5．新渓 丁峰里，6．牙山 南城里，7．北青 土城里 2 号住居，8．全州 如意洞，
















































1 2 3 4 5 6 7
S=1/3
図46　銅鑿の各種


















中西部から出土した（図 46－2・3）。銎端部の残るものはすべて一条節帯である。無段には 17 例があり
中部，中西部，西南部から出土した（図 46－4～7）。西部からも 1 点が出土した。3 例を除きいずれも有
節である。有銎の銅鑿はすべて細形銅剣時期である。
　その他に銎部をもたない銅鑿がある。これを「板状」とする（図 46－1）。扶餘松菊里 M1 の再加工品
も含め 4 例がある（北青土城里の銅鑿も写真では板状にみえるが不詳）。松菊里以外はいずれも西部の出土である。金灘里 8 号住居址（사회과
학원 고고학 및 민속학 연구소 1964）の 1 点はコマ形土器前期に遡る。他の 1 点は琵琶形銅剣時期，1 点
は細形銅剣時期である。
3．銅鉇





















　断面が図示された 25 点についてみると，Ⅰ類が 2 点，Ⅱ類が












（1．扶餘 九鳳里，2．和順 大谷里，3．咸平 草浦里，4．


















































































平枕形 i 式把頭，多鈕粗文鏡ＡⅡ式，黒陶長頸壺が出土した。S 平枕形 i 式把頭は台座底面が尖り気味で
上部の突起も単なる膨らみにとどまる。龍興里タイプ銅剣は松竹里タイプ銅剣と細形銅剣の中間にあり銅
剣Ⅰ段階でもやや新しい位置づけとなる。新城洞遺跡は多鈕鏡Ⅰ段階と銅剣Ⅰ段階の接点である。


















































































































































































星雲文鏡をもつ上里，貞栢洞 M1 が紀元前 1 世紀前半ないし紀元前 2 世紀代に遡る可能性をもち，Ｂ式
馬車や異体字銘帯文鏡をもつ貞栢洞 M2，台城里 M10 などが紀元前 1 世紀後半以降に編年される（岡村 
1984，高久 1995）。東南部については大邸坪里洞や漁隠洞の虺龍文鏡が紀元前１世紀末，茶戸里 M1 は
星雲文鏡があるが五銖銭によって紀元前１世紀後半以降，慶州朝陽洞 M38 の異体字銘帯鏡が紀元前１
世紀後半など大部分が紀元前１世紀の後半以降に編年される。下限は深樋式銅剣が出土した金海良洞里
M427 が内行花文系の小型仿製鏡により紀元後 1 世紀代（田尻 2004，南 2007），細形Ⅳ式銅剣が出土し






















































































































































時期となる（図 13）。尹家村 M12 出土土器に対して，石川岳彦（2007）は燕の土器を分析した結果，紀










　以上を整理すると，朝鮮における青銅器製作の開始が紀元前 6 世紀以前，細形銅剣の成立が紀元前 4

























































































た。遺構は台地頂部を取り囲むように配置される。青銅器埋納遺構である 22 号竪穴，28 号竪穴はそれ
ぞれ東斜面，台地頂部南側に位置する。22 号竪穴は傾斜の急な部分を掘削した長楕円形の土坑で遺構の
東側部分が流失した。残存長 395cm，幅 320cm，深さ 22cm で明褐色土が薄く堆積していた。段状に粗
く掘削された土坑内のテラス部分に，鋒部を欠失した銅剣が差し込まれた状態で出土した。特別な施設は
検出されていない。同じ竪穴内からは銅剣と数10cm の距離をおいて石斧，無文土器底部片などが出土し
た。28 号竪穴は不整形の土坑で遺構の西側部分が流出した。残存長 140cm，幅 90cm，深さ 13cm で覆
土は明褐色粘土の単一層である。壁面はやや傾斜し床面は平らである。遺構東隅に突出した 30×20cm
範囲に灰褐色の有機質腐食部分があり，なかから銅剣，銅鏃，骨片が出土した。革のような有機質に包ま
れた状態での埋納と推定された。50cm ほど離れて長頸壺の胴部が検出された。22 号・28 号とも土坑内
の埋納であるが，いずれも土坑の隅の偏った位置に納められていた。両遺構とも住居址などと混在して特




























































































たＢ地区の가－ 245 号住居址から板状鉄斧や断面梯形鋳造鉄斧，三角形粘土帯土器とともに細形 II 式銅
剣が出土した。報告書が刊行されておらず詳細は不明である。細形 II 式銅剣は長さ 37.5cm で，細形銅剣
では貞栢里 M1，茶戸里 M1 に次ぐ 3 番目の長さである。衰退期にあたる。
　表 27 に示したように青銅器埋納の 26 事例は形成期 9，発展期 9，衰退期 8 と時期の偏りはみられない。
分布をみると西部４，中部２，中西部３，西南部４，東南部 12，東部１と万遍なくあるが，東南部にや
や多いといえる。地域と時期を結びつけると，西部，中部，東部など北部朝鮮は形成期が優勢で，その他
南部朝鮮は発展期～衰退期が優勢である。埋納遺構区域は居住域 7，その他 19 である。居住域外の在り
方は後藤（2000a）が整理したように顕著な傾向が認められない。埋納された青銅器をみると，武器は 26


































ける遺物の出土位置を，1. 底石下・墓坑と壁石の間（充填土内）・壁石の間，2. 底石上（床面，副葬品），3. 



























학원 고고학연구소 전야공작대（1978），104．리기련（1967），105．과학원 고고학 및 민속학 연구소（1959a），107・116．藤田
































（左：咸平 草浦里遺跡，右：慶州 舎羅里Ｍ 130）





































































































































































































南部に局限される細形 d 式銅矛が 1 口出土している（順天市）。双耳で節帯に方格文をもつ特殊な形態で
ある。
　銅戈はⅠ式に限定され，唯一のⅠ式有文銅戈は東南部からの搬入品と考えられる。
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図 4　図 2・3 の各図









図 11．김용간他（1984），김동일他（2003），서국태他（2003），정찬영（1974），과학원 고고학 및 민속학 연구소
（1959d），리규태（1983），백련행（1966）より
図 12　図 9・16・22 の各図
図 13　図 2・3・9・16・22 の各図
図 14　剣身は筆者作図，剣柄は尹容鎮（1981），鞘は李健茂他（1989）
図 15　筆者模式図作成
図 16　1．国立博物館（1968），2 ～ 4・8．小田他編（1991），6．尹容鎮（1981），7・9・10．岡内（1982），11．
尹武炳（1971），12・13．後藤（1996）







図 19　図 17 の各図，金載元他（1967），趙詳紀（2001）






순진（1974），21・23・27・30 ～ 32．小田他編（1991），22．筆者作図，24．리순진（1963），26．과학원 
고고학 및 민속학 연구소（1959a），28．藤田他（1925）





図 25　図 8・24 の各図
図 27　韓炳三他（1977），池健吉（1978）

























図 39　図 31 ～ 97 の各図
図 41　1 ～ 3．韓炳三他（1977），4・6・7．池健吉（1978），8．李殷昌（1968），9・10．李淳鎮他（2001），11．





図 43　1・2．榧本（1980），3・6．李健茂（1991a），4・7・8 ～ 11．小田他編（1991），5．李健茂（2000），12．
梅原他（1947），13．国立慶州博物館（2007），14．後藤（1996）
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